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NMRは、医療分野のMRIの基礎技術として、

また創薬における分子構造解析のための技術と

して重要である。しかしながら、多くの医師や

化学者にとって、MRIやNMR装置は画像やス

ペクトルを「はき出す」ブラックボックスに過

ぎない。NMRの原理を理解してMRI画像やス

ペクトルを分析できる医師や化学者はほとんど

いないのではないだろうか？

そこで、我々はNMRを理解した上で使いこ

なすことができる人材を育てるために、�� ��学生一人に一台の実験装置を割り当てて

学生実験を行うことができる安価で簡単な操作

のNMR装置の開発を進めている。近畿大学で

磁場発生部およびピックアップコイル周辺のプ

ロトタイプを作成し [1]、サムウエイ社が製品

化した（図 1参照）。サムウエイ社の NMR装

置では USBを介して装置を制御する PCとオ

シロスコープ（帯域は 100 kHz程度で十分）が

あれば NMR装置として完結する。

図 1. 近畿大学で試作した NMR装置（左）とサム

ウエイ社の製品版の NMR装置（右）。

図 2に、製品版のNMR装置（図 1右）で測定

した FID（Free Induction Decay）信号とCPMG

法によるスピン・エコー信号の測定例を示す。

図 2. 製品版の NMR装置で測定した水分子中の水

素の FID信号とスピン・エコー信号。

また、磁石に鉄のネジを複数個取り付けるこ

とによって、磁場の均一度を T ∗2 ∼ 10 msから

100 ms以上に改善できることが分かった [2]。

この改良を施すと、分子中の異なった水素を識

別することが可能になり（図 3参照）、学生実験

用の装置としての価値を高めることができる。

図 3. プロトタイプを改良して得た酢酸のスペクト

ルと FID信号。製品版を改良しても同等な磁場の

均一度を得ることができた。
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